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◆令和 5 年第 2 回（8 月）定例会に提出された報告・議案等の議決結果は、次のとおりです。 

番号 件     名 結果 

報告 

１ 
令和 4 年度みよし広域連合一般会計繰越明許費繰越計算書について - 

議案 

18 
令和 4 年度みよし広域連合一般会計歳入歳出決算の認定について 可決 

議案 

19 
令和 4 年度みよし広域連合介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 可決 

議案 

20 
令和 4 年度三好地区広域振興整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 可決 

議案 

21 
みよし広域連合職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 

22 

みよし広域連合一般廃棄物処理施設建設用地選定委員会設置条例の一部を改正する条例に

ついて 
可決 

議案 

23 
令和 5 年度みよし広域連合一般会計補正予算（第 1 号）について 可決 

議案 

24 
令和 5 年度みよし広域連合介護保険特別会計補正予算（第 1 号）について 可決 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  決  結  果 令和 5 年 8 月 定例会 

 

三木和弘 
（三好市） 

Ｑ 

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
及
び 

 
 

消
防
車
両
の
更
新
に
つ
い
て 

Ｑ 

消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
に
つ
い

て
□
稼
働
開
始
か
ら
間
も
な
く
10
年
が

経
過
す
る
が
□
更
新
計
画
に
つ
い
て
□
そ

の
時
期
□
設
備
の
内
容
及
び
概
算
工
事
費

に
つ
い
て
問
う
□ 

 

Ａ 

使
用
期
間
は
10
年
と
計
画
し
て
い

る
□
更
新
に
つ
い
て
は
□
計
画
に
基
づ
き
□

令
和
７
年
度
と
令
和
８
年
度
の
２
カ
年

で
実
施
予
定
□
設
備
の
内
容
は
□
指
令
シ

ス
テ
ム
の
根
幹
と
な
る
情
報
系
の
ソ
フ

ト
ウ
□
ア
・
ハ
□
ド
ウ
□
ア
更
新
□
車
両

運
用
端
末
装
置
Ａ
Ｖ
Ｍ
□
ナ
ビ
ゲ
□
シ
□

ン
シ
ス
テ
ム
□
の
シ
ス
テ
ム
更
新
□
指
令

装
置
□
署
所
端
末
装
置
□
災
害
情
報
等
自

動
案
内
装
置
及
び
無
線
設
備
等
で
あ
る
□

概
算
工
事
費
に
つ
い
て
は
□
現
在
運
用
中

の
シ
ス
テ
ム
・
機
器
と
同
様
の
機
能
の
場

合
□
約
２
億
３
千
万
円
と
想
定
さ
れ
る
□ 

Ｑ 

み
よ
し
広
域
連
合
消
防
本
部
で
は
□

現
在
全
て
の
消
防
署
に
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
と
救
急
自
動
車
が
配
置
さ
れ
て
い

る
が
□
そ
れ
ら
の
機
能
別
車
両
内
訳
及
び

そ
れ
ぞ
れ
の
車
両
の
今
後
の
更
新
計
画

に
つ
い
て
伺
う
□ 

 

Ａ 

現
在
□
消
防
本
部
が
保
有
す
る
機
能

別
車
両
と
し
て
□
ポ
ン
プ
車
５
台
□
タ
ン

ク
車
２
台
□
高
規
格
救
急
車
５
台
□
救
助

工
作
車
２
台
□
指
揮
車
１
台
□
指
令
車
４

台
□
搬
送
車
３
台
□
水
防
車
１
台
□
小
型

ユ
ン
ボ
１
台
の
計
24
台
で
あ
る
□
車
両

の
更
新
計
画
と
し
て
は
□
各
車
両
の
走
行

距
離
・
修
繕
状
況
を
考
慮
し
□
策
定
し
て

い
る
車
両
更
新
計
画
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
□
て
更
新
を
行
□
て
い
く
□ 

                    一  般  質  問 令和 5 年 8 月 定例会 
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Ｑ 

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
更
新
に 

つ
い
て 

Ｑ 

資
源
物
の
中
間
処
理
等
を
行
□
て

い
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
□
平
成
12

年
に
供
用
開
始
□
令
和
５
年
現
在
で
22

年
が
経
過
し
て
お
り
□
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
□
そ
の
よ
う
な
中
□
先
の
議
会
で
施

設
を
更
新
し
自
処
理
方
式
を
継
続
す
る

場
合
と
□
民
間
業
者
に
中
間
処
理
を
行
□

て
も
ら
う
委
託
処
理
方
式
の
場
合
の
両

方
式
を
比
較
検
討
し
□
将
来
的
な
処
理
方

針
を
策
定
す
る
と
説
明
を
受
け
た
が
□
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
比
較
す
る
の
か
□
ま

た
□
い
つ
頃
を
目
途
に
処
理
方
式
を
策
定

す
る
の
か
に
つ
い
て
伺
う
□ 

 

Ａ 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
□
経
年
劣

化
に
よ
り
稼
働
を
停
止
し
て
い
る
設
備

も
出
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
□
昨
年
度

実
施
し
た
精
密
機
能
検
査
で
は
□
多
く
の

設
備
に
お
い
て
修
繕
を
要
す
る
と
い
□

た
結
果
に
な
り
□
設
備
だ
け
で
な
く
□
内

壁
□
支
柱
コ
ン
ク
リ
□
ト
等
に
も
破
損
が

見
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
□
こ
れ
ら
の
こ
と 

を
考
慮
し
□
継
続
し
て
廃
棄
物
の
排
出
の

抑
制
及
び
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め

の
中
間
処
理
方
針
の
策
定
を
行
□
て
い

る
□ 

 

自
処
理
方
式
と
委
託
処
理
方
式
を
比

較
す
る
点
と
し
て
最
も
重
要
な
項
目
は

行
政
コ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
□
自
処
理
方

式
は
□
新
施
設
整
備
費
の
実
質
負
担
額
□

維
持
管
理
費
□
運
営
費
を
試
算
□
委
託
処

理
方
式
は
□
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
の
処

理
単
価
に
基
づ
く
委
託
料
を
算
定
し
そ

れ
ぞ
れ
コ
ス
ト
比
較
を
行
う
□
そ
の
他
環

境
保
全
□
処
理
責
任
□
周
辺
と
の
合
意
形

成
等
に
つ
い
て
も
比
較
し
□
両
方
式
の
実

現
可
能
性
□
安
全
性
・
安
定
性
及
び
優
位

性
を
判
断
し
た
い
□ 

 

な
お
□
広
域
連
合
か
ら
民
間
事
業
者
へ

の
□
委
託
要
件
及
び
要
求
水
準
□
の
提
示

後
□
事
業
提
案
ま
で
に
一
定
の
期
間
が
必

要
な
た
め
□
令
和
６
年
度
を
目
途
に
処
理

方
針
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
□ 

                    一  般  質  問 令和 5 年 8 月 定例会 

吉井 武 
（東みよし町） 

 

Ｑ 

み
よ
し
広
域
連
合
一
般
廃
棄
物
処
理 

施
設
建
設
用
地
選
定
委
員
会
設
置 

条
例
に
つ
い
て 

Ｑ 

条
例
第
３
条
第
３
号 

み
よ
し
広

域
連
合
議
会
選
出
議
員
を
削
除
す
べ
き

と
考
え
る
が
□
考
え
を
伺
う
□ 

□
条
例
よ
り
引
用
□ 

第
３
条 

委
員
会
は
□
委
員
15
人
以
内

で
組
織
し
□
次
に
掲
げ
る
者
の
中
か
ら
広

域
連
合
長
が
委
嘱
す
る
□ 

（1）
学
識
経
験
者 

（2）
民
間
各
種
団
体
の
代
表
者 

（3）
み
よ
し
広
域
連
合
議
会
選
出
議
員 

（4）
そ
の
他
広
域
連
合
長
が
必
要
と
認
め

る
者 

 

Ａ 

本
委
員
会
の
委
員
構
成
は
□
両
市
町

の
副
市
長
・
副
町
長
□
両
環
境
課
長
及
び

建
設
課
長
□
議
会
選
出
と
し
て
議
長
□
副

議
長
□
そ
の
他
民
間
各
種
団
体
６
名
の
計

14
名
で
あ
る
□
現
時
点
に
お
い
て
は
□
新

た
な
施
設
整
備
に
伴
う
用
地
選
定
の
予

定
も
な
い
こ
と
か
ら
□
将
来
的
に
は
議
会

選
出
議
員
の
削
除
も
含
め
見
直
し
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
□ 

Ｑ 

条
例
第
４
条 

委
員
の
任
期
は
□
第

２
条
の
任
務
が
終
了
す
る
ま
で
と
す
る

と
の
規
定
の
判
断
は
何
時
行
う
の
か
□ 

□
条
例
よ
り
引
用
□ 

第
３
条 

委
員
会
は
□
み
よ
し
広
域
連
合

長
の
諮
問
に
応
じ
て
□
広
域
連
合
が
整
備

す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
用

地
を
選
定
し
□
そ
の
結
果
に
つ
い
て
広
域

連
合
長
に
答
申
す
る
□ 

 

Ａ 

今
回
の
用
地
に
つ
い
て
は
□
令
和
２

年
９
月
28
日
の
□
新
ご
み
処
理
施
設
建

設
用
地
選
定
に
つ
い
て
□
と
い
う
広
域
連

合
長
か
ら
の
諮
問
書
に
基
づ
き
設
置
し

た
も
の
で
あ
り
□
令
和
２
年
９
月
28
日

の
第
１
回
委
員
会
か
ら
令
和
３
年
４
月

27
日
ま
で
の
５
回
の
委
員
会
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
候
補
地
を
□
第
２
条
に
基
づ

き
□
令
和
３
年
５
月
28
日
に
広
域
連
合

長
に
答
申
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
任
務

は
終
了
と
な
り
□
任
期
も
終
了
と
な
□
て

い
る
□ 

平田政廣 
（三好市） 
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◆令和 5 年第 2 回（11 月）臨時会に提出された議案の議決結果は、次のとおりです。 

番号 件     名 結果 

議案 

25 
みよし広域連合汚泥再生処理センター建設工事の変更請負契約について 可決 

議案 

26 
みよし広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 

27 
令和 5 年度みよし広域連合一般会計補正予算（第 2 号）について 可決 

議案 

28 
令和 5 年度みよし広域連合介護保険特別会計補正予算（第 2 号）について 可決 

 

 

 

 

 

 

◆令和 6 年第 1 回（2 月）定例会に提出された議案の議決結果は、次のとおりです。 

番号 件     名 結果 

議案 

1 

みよし広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
可決 

議案 

2 
みよし広域連合の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 

3 
みよし広域連合消防手数料条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 

4 
みよし広域連合火災予防条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 

5 
みよし広域連合介護保険条例の一部を改正する条例について 可決 

議案 

6 
令和 5 年度みよし広域連合一般会計補正予算（第 3 号）について 可決 

議案 

7 
令和 5 年度みよし広域連合介護保険特別会計補正予算（第 3 号）について 可決 

議案 

8 
令和６年度みよし広域連合一般会計予算について 可決 

議案 

9 
令和６年度みよし広域連合介護保険特別会計予算について 可決 

 

 

 

議  決  結  果 令和 5 年 11 月 臨時会 

議  決  結  果 令和 6 年 2 月 定例会 
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第９期介護保険事業計画で策定された所得段階別介護保険料 

区別 保険料（年額） 
基準額：74,400 円（令和 6～8 年度） 所得段階を９段階から１３段階にするとともに、高所得者

の標準乗率の引上げ、低所得者の標準乗率の引下げを行っています。  

１段階 21,200 円 
生活保護受給者、住民税非課税世帯に属する老齢福祉年金受給者または合計所得金額と課税

年金収入額の合計額が 80 万円以下の者（基準額×0.285） 

２段階 36,080 円 
住民税非課税世帯に属する、1 段階以外の者で、合計所得金額と課税年金収入額の合計額が

80 万円を超え 120 万円以下の者（基準額×0.485） 

３段階 50,960 円 住民税非課税世帯に属する、１段階、2 段階以外の者（基準額×0.685） 

４段階 66,960 円 
住民税課税世帯に属するが、本人は住民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額の合計額

が 80 万円以下の者（基準額×0.9） 

５段階 74,400 円 住民税課税世帯に属するが、本人は住民税非課税で、4 段階以外の者（基準額×1.0） 

６段階 89,280 円 本人が住民税課税で、合計所得金額が 120 万円未満の者（基準額×1.2） 

７段階 96,720 円 本人が住民税課税で、合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の者（基準額×1.3） 

８段階 111,600 円 本人が住民税課税で、合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の者（基準額×1.5） 

９段階 126,480 円 本人が住民税課税で、合計所得金額が 320 万円以上 420 万円未満の者（基準額×1.7） 

１０段階 141,360 円 本人が住民税課税で、合計所得金額が 420 万円以上 520 万円未満の者（基準額×1.9） 

１１段階 156,240 円 本人が住民税課税で、合計所得金額が 520 万円以上 620 万円未満の者（基準額×2.1） 

１２段階 171,120 円 本人が住民税課税で、合計所得金額が 620 万円以上 720 万円未満の者（基準額×2.3） 

１３段階 178,560 円 本人が住民税課税で、合計所得金額が 720 万円以上の者（基準額×2.4） 

議会費
0.07%

総務費
2.88%

民生費
1.80%

衛生費
（清掃関係）
30.88%

衛生費
（し尿関係）
42.43%

消防費
21.59%

予備費
0.34%

目的別 金額(千円) 説明 

議会費 2,898 議会にかかる費用や議員報酬等 

総務費 117,438 職員の福利厚生や会計、監査にかかる費用 

民生費 73,280 低所得者の介護保険料軽減にかかる費用 

衛生費 

(清掃関係) 

1,257,820 ごみ処理にかかる費用（清掃センター等の施

設運営費、維持補修費用）等 

衛生費 

(し尿関係) 

1,728,535 し尿処理にかかる費用（浄化センター等の施

設運営費、維持補修費用）等 

消防費 879,590 消防、救急にかかる費用 

予備費 14,000 予定外の支出に対応するための費用 

令和 6 年度当初予算について 

一般会計 

予算額は 4,073,561 千円で、前年度当初予算と比べて 1,106,416 千円（約

37.29％）の増額となりました。主な使い道、内訳は下記のとおりです。主な財

源は構成市町（三好市・東みよし町）からの負担金です。 

介護保険 

特別会計 

予算額は 6,075,973 千円で、前年度当初予算と比べて 209,422 千円（約

3.33％）の減額となりました。主な使い道は介護保険給付費等にかかる費用で

す。主な財源は介護給付費等の５０％は国、県、市町が負担し、残りの５０％を４

０歳以上の方が納める介護保険料で賄っています。 

四捨五入の関係で、合計１００％にはなりません。 
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吉井 武 
（東みよし町） 

Ｑ 

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
資
源
化
の 

取
組
に
つ
い
て 

三木和弘 
（三好市） 

Ｑ 

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
等
に 

つ
い
て 

Ｑ 

昨
年
の
６
月
の
議
会
議
員
に
よ
る

広
域
管
内
の
行
政
視
察
時
に
□
清
掃
セ
ン

タ
□
で
処
理
す
る
可
燃
ご
み
の
う
ち
□
事

業
系
可
燃
ご
み
に
紙
類
が
特
に
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
□
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
□
令
和
５
年
10
月
19
日
に
長

崎
県
長
与
・
時
津
環
境
施
設
組
合
に
行
政

視
察
を
行
い
□
□
事
業
所
か
ら
出
る
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
紙
類
は
焼
却
場
へ
の
搬

入
を
規
制
し
□
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
と
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
□
制
度
と
□
そ
の
導

入
効
果
が
大
き
く
出
て
き
て
い
る
と
説

明
を
受
け
た
□
広
域
連
合
で
も
同
様
の
取

組
は
行
え
な
い
か
□ 

 

Ａ 

視
察
後
□
市
・
町
環
境
課
及
び
清
掃

セ
ン
タ
□
に
よ
る
調
整
会
議
で
視
察
の

報
告
を
行
い
□
３
者
で
導
入
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
□
令
和
６
年
度

に
課
題
等
を
整
理
し
令
和
７
年
度
中
の

導
入
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
□ 

Ｑ 

広
域
連
合
管
内
の
家
庭
・
事
業
系
可

燃
ご
み
の
搬
入
量
推
移
及
び
ご
み
質
に

つ
い
て
問
う
□ 

 

Ａ 

令
和
４
年
度
搬
入
量
及
び
ご
み
質

に
つ
い
て
□
家
庭
系
が
８
２
８
３
ト
ン
□

10
年
前
比
１
１
４
０
ト
ン
減
□
12
％

減
□
□
事
業
系
が
２
４
４
２
ト
ン
□
10
年

前
比
１
１
５
ト
ン
増
□
５
％
増
□□
可
燃
ご

み
の
う
ち
紙
類
が
占
め
る
割
合
は
□
家
庭

系
が
38
％
□
事
業
系
が
67
％
で
あ
る
□ 

 

Ｑ 

広
域
連
合
の
ご
み
処
理
手
数
料
は
□

家
庭
系
・
事
業
系
と
も
に
同
額
の
１
ト
ン

１
万
円
だ
が
□
事
業
系
ご
み
の
資
源
化
を

推
進
す
る
た
め
に
も
見
直
す
べ
き
で
は
□ 

 

Ａ 

全
国
的
に
も
事
業
系
の
処
理
手
数

料
が
家
庭
系
よ
り
高
い
傾
向
に
あ
る
の

で
□
見
直
す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
□ 

                    一  般  質  問 ２月定例会 

Ｑ 

65
歳
以
上
の
介
護
認
定
者
数
及
び

施
設
系
・
居
宅
系
サ
□
ビ
ス
利
用
者
数
の

現
状
と
計
画
最
終
年
度
の
人
数
を
問
う
□ 

 

Ａ 

令
和
５
年
９
月
末
時
点
の
要
介
護

者
数
は
□
２
４
２
６
人
□
要
支
援
者
数
は

８
２
８
人
□
計
画
最
終
年
度
の
要
介
護
者

数
は
２
３
７
０
人
□
要
支
援
者
数
は
７
８

４
人
と
見
込
む
□ 

 

令
和
５
年
９
月
末
時
点
の
施
設
系
利

用
者
数
は
８
６
２
人
□
居
宅
系
利
用
者
数

は
４
８
６
４
人
□
計
画
最
終
年
度
の
施
設

系
利
用
者
数
が
８
３
７
人
□
居
宅
系
利
用

者
数
が
４
８
０
６
人
と
見
込
む
□ 

 

Ｑ 

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

け
る
事
業
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
問
う
□ 

 
Ａ 
主
な
取
組
の
柱
は
□
２
０
２
５
年
・

２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
サ
□
ビ
ス
基

盤
・
人
的
基
盤
の
整
備
□
地
域
共
生
社
会

の
実
現
□
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
施
策 

の
充
実
・
推
進
□
認
知
症
施
策
推
進
大
綱

等
を
踏
ま
え
た
認
知
症
施
策
の
推
進
□
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
介
護

人
材
確
保
及
び
業
務
効
率
化
の
取
組
の

強
化
□
災
害
や
感
染
症
対
策
に
係
る
体
制

整
備
と
な
□
て
い
る
□ 

 

Ｑ 

介
護
保
険
料
基
準
額
及
び
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
□
来
年

度
か
ら
年
間
所
得
が
４
２
０
万
円
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
引
上
る
が
□
広
域
連

合
管
内
高
齢
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
□ 

 

Ａ 

年
間
所
得
４
２
０
万
円
以
上
の
対

象
者
は
２
６
１
人
で
□
全
体
の
１
・
７
％

に
あ
た
り
□
年
間
保
険
料
額
は
第
10
段

階
は
１
万
４
８
８
０
円
□
第
11
段
階
は

２
万
９
７
６
０
円
□
第
12
段
階
は
４
万

４
６
４
０
円
□
第
13
段
階
は
５
万
２
０

８
０
円
の
負
担
増
と
な
る
□
一
方
□
第
１

□
３
段
階
の
低
所
得
者
の
年
間
保
険
料

額
は
１
１
２
０
円
の
負
担
減
と
な
る
□ 
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平田政廣 
（三好市） 

Ｑ 

み
よ
し
広
域
連
合
第
９
期
介
護
保
険 

事
業
計
画
□
素
案
□
に
つ
い
て 

Ｑ 

昨
年
11
月
に
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
□
素
案
□
が
公
表
さ
れ
た
が
□
そ

の
計
画
で
は
新
た
な
施
設
整
備
は
見
込

ま
な
い
と
し
て
い
る
が
見
解
を
問
う
□ 

 

Ａ 

令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
の
特
別

養
護
老
人
ホ
□
ム
の
待
機
者
の
状
況
調

査
及
び
施
設
の
空
床
状
況
調
査
の
結
果

や
中
長
期
的
な
視
野
で
需
給
と
供
給
等

の
バ
ラ
ン
ス
等
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
□
第
９

期
期
間
中
は
施
設
整
備
を
見
込
ま
な
い

こ
と
と
し
た
□ 

 

Ｑ 

同
計
画
で
介
護
人
材
調
査
結
果
も

触
れ
ら
れ
て
お
り
□
今
後
の
方
向
性
も
書

か
れ
て
い
る
が
従
業
員
不
足
は
解
消
で

き
る
の
か
問
う
□ 

 

Ａ 

事
業
所
に
お
け
る
採
用
の
促
進
□
従

業
員
の
定
着
化
□
必
要
業
務
の
削
減
等
の

支
援
と
し
て
人
材
確
保
及
び
業
務
効
率 

改
善
に
関
す
る
研
修
の
開
催
を
考
え
て

い
る
□
ま
た
□
他
の
施
策
に
つ
い
て
も
□

介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
有
効
な
施

策
立
案
の
た
め
に
□
従
業
員
の
勤
務
状
況

に
関
す
る
調
査
等
□
引
続
き
調
査
を
行
い

状
況
把
握
に
努
め
て
い
く
□ 

 
Ｑ 
２
０
２
４
年
度
訪
問
介
護
報
酬
引

下
げ
に
伴
う
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
へ
の
影
響
と
事
業
所
へ
の
影
響
を
問

う
□ 

 

Ａ 

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
へ
の

影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
□
ま

た
□
事
業
所
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
□
運

営
が
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
が
□
拡
充
さ
れ
た
介
護
職
員
等
処

遇
改
善
加
算
の
取
得
や
今
ま
で
未
取
得

だ
□
た
加
算
の
取
得
を
行
う
こ
と
で
□
事

業
所
の
介
護
報
酬
へ
の
影
響
の
改
善
が

期
待
さ
れ
る
□ 

                    一  般  質  問 ２月定例会 

                    議 会 活 動 報 告 みよし広域連合議会 

 

み
よ
し
広
域
連
合
議
会
行
政
視
察 

令
和
５
年
10
月
19
日
□
み
よ
し

広
域
連
合
議
会
議
員
８
名
□
職
員
４

名
の
計
12
名
で
長
崎
県
長
与
時
津

環
境
整
備
組
合
に
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
□ 

ま
ず
□
最
初
に
令
和
８

年
度
よ
り
可
燃
ご
み
の
焼
却
業
務

を
民
間
委
託
す
る
株
式
会
社
明
和

ク
リ
□
ン
が
整
備
を
計
画
し
て
い

る
焼
却
炉
は
□
視
察
先
の
組
合
と
同

じ
焼
却
方
式
で
あ
り
□
焼
却
炉
の
特

徴
□
運
営
業
務
内
容
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
□
今
後
の
広
域
連
合
管
内

の
可
燃
ご
み
処
理
が
安
定
的
に
継

続
で
き
る
体
制
を
整
え
る
参
考
と

な
り
ま
し
た
□ 

次
に
□
み
よ
し
広
域

連
合
管
内
で
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご

み
の
う
ち
□
紙
類
の
割
合
が
□
家
庭

系
が
約
38
％
□
事
業
系
は
約
67
％

を
占
め
て
お
り
□
事
業
系
可
燃
ご
み

に
紙
類
が
特
に
多
く
含
ま
れ
て
い

る
状
況
で
あ
り
□
事
業
系
可
燃
ご
み

の
資
源
化
の
推
進
が
課
題
と
な
□ 

て
い
ま
す
□
視
察
先
の
長
与
町
□
時

津
町
で
平
成
31
年
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
所
か
ら
出
る
□
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙
類
□
の
焼
却
施
設
へ

の
□
搬
入
規
制
□
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
□
制
度
内
容
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
□
み
よ
し
広
域
連
合
に
お

い
て
も
制
度
導
入
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
参
考
に
な
□
た

と
こ
ろ
で
す
□ 
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議 

長 
 

木

下 

善

之 

副
議
長 

 

三

好 

正

治 

議

員 
 

徳

川 

一

広 

議

員 
 

平

田 

政

廣 

議

員 
 

三

木 

和

弘 

議

員 
 

中

川 

祐

司 

議

員 
 

安

藤 

孝

明 

議

員 
 

吉

井

 
 

武 

□
□
□
広
域
連
合
議
会
議
員 

〔発行〕みよし広域連合議会 〒778-0002 徳島県三好市池田町マチ 2429-1 TEL:(0883)72-5121 FAX:(0883)72-0695 

今
後
□
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
及
び
再
資

源
化
等
を
将
来
に
渡
り
継
続
し
て
実
施
で

き
る
よ
う
□
民
間
事
業
者
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
□ 

 

□
業
務
の
概
要
□ 

１
□
業
務
名
□
資
源
物
中
間
処
理
業
務 

２
□
処
理
方
式
□
民
間
委
託 

３) 

受
託
事
業
者
□(

株) 

リ
リ
□
ス 

４
□
処
理
場
所
□
三
好
郡
東
み
よ
し
町
昼
間
字
カ

ド
タ
３
０
５
番
地
２ 

５
□
処
理
対
象
□
資
源
物
及
び
一
部
危
険
ご
み 

６
□
業
務
開
始
□
令
和
８
年
度
□
目
標
年
度
□ 

７
□
処
理
期
間
□
業
務
開
始
よ
り
10
年
間 

 

□
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
役
割(

予
定)

□ 

●
み
よ
し
広
域
連
合 

・
資
源
物
等
中
間
処
理
に
必
要
と
な
る
委
託
料
の

支
払
い 

・
委
託
業
務
の
監
視 

●
株
式
会
社 

リ
リ
□
ス 

・
環
境
影
響
調
査 

・
施
設
の
設
置
許
可 

・
施
設
整
備 

・
中
間
処
理
業
務
及
び
資
源
再
生
処
理
事
業
者
等

へ
の
有
価
物
の
引
き
渡
し 

・
周
辺
地
域
と
の
合
意
形
成 

・
地
域
の
雇
用
対
策 

 

方
式
を
比
較
検
討
し
優
位
性
を
調
査
し
て

ま
い
り
ま
し
た
□
検
討
に
あ
た
□
て
は
□
民

間
委
託
処
理
方
式
は
□
管
内
の
民
間
事
業

者
か
ら
提
出
の
□
事
業
提
案
書
□
に
よ
り
委

託
処
理
の
実
現
性
を
検
証
□
一
方
自
処
理

方
式
に
つ
い
て
は
□
新
施
設
整
備
費
の
実

質
負
担
額
□
維
持
管
理
費
□
運
営
費
等
に
基

づ
く
行
政
コ
ス
ト
を
算
定
し
□
両
方
式
を

比
較
し
た
結
果
□
民
間
委
託
処
理
方
式
の

場
合
□
事
業
者
は
既
に
事
業
系
資
源
物
再

生
利
用
業
を
行
□
て
お
り
□
自
ら
の
現
施

設
で
処
理
が
可
能
で
あ
る
こ
と
□
安
全
性
・

安
定
性
に
お
い
て
も
□
こ
れ
ま
で
の
実
績

及
び
経
営
状
況
等
に
お
い
て
安
定
し
て
業

務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
□
ま
た
□
行
政
コ
ス
ト
面
に
お
い

て
□
自
処
理
方
式
よ
り
有
利
な
価
格
で
処

理
が
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
□
総
合
的
に

民
間
委
託
処
理
方
式
が
優
位
で
あ
る
と
判

断
し
□
今
後
の
み
よ
し
広
域
連
合
管
内
の

資
源
物
中
間
処
理
を
民
間
委
託
処
理
方
式

と
決
定
し
ま
し
た
□ 

                    議 会 活 動 報 告 みよし広域連合議会 

 

資
源
物
中
間
処
理
業
務
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て 

み
よ
し
広
域
連
合
と(

株)

リ
リ
□
ス
の

間
で
資
源
物
中
間
処
理
業
務
の
基
本
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
□
現
在
□
み
よ
し
広
域

連
合
で
は
□
三
好
市
池
田
町
大
利
の
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
三
好
市
・
東
み
よ
し
町

内
か
ら
収
集
□
運
搬
さ
れ
る
資
源
物
の
中

間
処
理
を
行
い
□
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引

き
渡
し
て
い
ま
す
□
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

は
□
平
成
12
年
度
に
稼
働
を
開
始
し
□
令

和
５
年
度
で
23
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
お
り
□
施
設
に
お
い
て
は
□
耐
震
化(

２

０
０
０
年
基
準)

に
対
応
で
き
て
お
ら
ず
□

ま
た
□
経
年
劣
化
等
に
よ
り
稼
働
を
停
止

し
て
い
る
設
備
も
出
て
き
て
い
る
状
況
で

す
□
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
□
将
来
に

わ
た
り
廃
棄
物
の
排
出
の
抑
制
及
び
再
資

源
化
等
を
推
進
す
る
た
め
□
家
庭
等
か
ら

排
出
さ
れ
る
資
源
物
の
継
続
し
た
中
間
処

理
方
針
の
策
定
が
必
要
と
な
り
□
新
た
な

施
設
整
備
に
よ
る
こ
れ
ま
で
同
様
の
自
処

理
方
式
と
資
源
物
再
生
利
用
業
を
行
う
管

内
の
民
間
事
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
両 

 

□
左
か
ら
□
三
好
正
治
副
議
長
□
木
下
善
之
議
長
□

(

株)

リ
リ
□
ス 

代
表
取
締
役 

久
保
治
□
高
井
美

穂
広
域
連
合
長
□
松
浦
敬
治
副
広
域
連
合
長 

□
令
和
６
年
３
月
21
日 

 


